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4 　劉軍『日本文化視域中の劉軍』上海文芸出版社 2010 p.63-64
5 　李雅娟「周作人与“人情美”的日本文化像」『魯迅研究月刊』第 5期北京魯迅博物館 2012 p.55-63





































　周作人は 1925 年 1 月に『古事記』の下巻にある二つの恋愛物語を抄訳し、
1926 年 2 月から 5月にかけて上巻を翻訳したが、全書の翻訳を完成させたの









彼が 1925 年 4 月に、その半年前の 1924 年 10 月に明治書院が出版した次田の
著書、『古事記新講』を取り寄せ 8たという記録はあるが、本居の著書について
7 　「『古事記』のなかの恋愛物語後記」と「漢訳『古事記』神代巻引言」の内容による。前者は
1925 年 1 月 13 日の『京報副刊』に掲載、後者は 1926 年 2 月に刊行された『語糸』に掲載。本稿
が参考したのは鐘書河編『周作人散文全集』第四巻広西師範大学出版社 2009p.11-12 ＆ p.503-507
8 　『周作人における日本文化受容の研究』筑波大学博士（学術）学位論文 2013 の資料 1「年次別周
作人の和書購入目録一覧表（1912-1934）」p.145 を参考





































作人が『古事記』を繙いたのは 1909 年 8 月から 1925 年 1 月の間と仮定してお
こう。














13　『周作人における日本文化受容の研究』筑波大学博士（学術）学位論文 2013 の資料 1「年次別周
作人の和書購入目録一覧表（1912-1934）」p.145 を参考
























化史』勉誠出版 2013 p.95-110 を参考








年 7 月の彼の日記には 1913 年に出版された津田左右吉の『神代史の新しい研
究』を取り寄せた記録が残っている。その書名は和辻の『日本古代文化』の序










　上記に見てきたように、周作人は 1912 年 10 月以前に『古事記』を繙いた可
16　周作人は 1919 年 2 月に和辻の『ニイチェ研究』内田老鶴圃 1913 と『ゼエレン・キエルケゴオン』







18　1918 年 4 月、5 月と 11 月にそれぞれ津田著洛陽堂出版の『文学に現れたる我が国民思想の研究 
貴族文学の時代』1916、『文学に現れたる我が国民思想の研究 武士文学の時代』1917、『文学に現
れたる我が国民思想の研究 平民文学の時代上』1918 の 3 冊を取り寄せていた。また、1922 年には
『文学に現れたる我が国民思想の研究 平民文学の時代下』1921 を購入
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25　本稿参考したのは 1941 年出版した修正三十五版 p.75

























28　鄒有恒 /呂元明訳『古事記』人民文学出版社 1979 p.16


































1921 年 5 月「日本の詩歌」彼は俗をもって詩を作り、ユーモアな筆で真
摯な情けを書くので、非常に巧妙でありながら、人情味もなお失っていな
い、私はそれに及ばない。30


































































　最後に、前節で「周作人は 1912 年 10 月以前に『古事記』を繙いた可能性が
大きいが、改めてその芸術的価値を認識できたのは 1924 年 7 月より少し前の
ことであった。」としていたことを再度取り上げてみたい。周作人は 1916 年に





















































































37　松枝茂夫訳『周作人文芸随筆抄』富山房百科文庫 1931 年 p.216-p.217
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　松枝が指摘する苦味のほかに、日本の「人情美」に対する感銘は周作人の文
学と思想にさまざまな影響をもたらしているが、その詳細についての研究を今
後の課題としたい。
